
①中小企業の経常利益は過去最高水準となり、景況感についても都市部と地方
のばらつきが比較的小さくなっている。

秋田県の中小企業を取り巻く現状と課題について

［全国］企業規模別の
経常利益（中小企業白書）

［全国］地域別の中小企業の
業況判断 （中小企業白書）

②一方で、中小企業における労働生産性は大企業との格差が広がっており、人

口の減少や経営者の高齢化等の外部要因を踏まえると、中小企業・小規模企業
者の生産性向上が急がれる。

※１ 県内の経済雇用情勢は、有効求人倍率が
過去最高となり、倒産件数は過去最少となった。

後継者不在率

秋田県 ７２．２％ 全国ワースト８位

全 国 ６６．１％ ①沖縄86.2%、②山口75.7%、③広島74.7%

［秋田県］後継者不在率 （帝国データバンクH28.2）

社長平均年齢

秋田県 ６１．４歳 全国２位

全 国 ５９．５歳 ①岩手61.6歳

［秋田県］社長の平均年齢 （帝国データバンクH30.1）

年
中小企業数

大企業数 合計

うち小規模企業数

２００９

（平成２１）
39,925

構成比【99.9%】

35,612
【89.1%】

39
【0.1%】

39,964

２０１２
（平成２４）

36,304

（△9.1%）
構成比【99.9%】

32,087

（△9.9%）
【88.3%】

30
【0.1%】

36,334

２０１４
（平成２６）

35,098

（△3.3%）
構成比【99.9%】

30,666

（△4.4%）
【87.3%】

32
【0.1%】

35,130

［秋田県］中小企業数の推移 （中小企業白書）

※２ 平成２６年の県内中小企業数は、平成２４
年と比較して、減少率にやや歯止めがかかっ
ているが、依然として減少傾向が続いている。

資料１０

【秋田県】

※秋田労働局作成

※㈱東京商工リサーチ作成
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【秋田県】将来推計人口（国立社会保障･人口問題研究所、H30.3）

（千人）

1,023
956

814
744

673 602

885
H30.4.1現在 985千人H30.4.1現在 985千人

1,320



［全国］業種別に見た、労働人材不足対応に向けた女性･シニアの活用状況（中小企業白書）

③人手不足への対応方法としては、「賃上げ等の労働条件改善による採
用強化」、「多様な人材の活用」に取り組む企業が多くなっている。

［全国］ＩＴキーワード別の認知率と活用率（中小企業白書）

④コスト削減のためだけでなく、収益拡大を目指す「攻めのＩＴ」を過半数
の中小企業が重視している。ＡＩ等の先端技術を活用する企業はまだ少
数だが、活用する企業は売上高が増加傾向にある。

［全国］「攻めのＩＴ」の重視程度（中小企業白書）
［全国］中小企業における労働人材不足への対応方法（中小企業白書）

［全国］中小企業における賃上げの状況（中小企業白書）

［全国］先端技術の活用有無と売上高（中小企業白書）


